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気温が低く乾燥した日が続いています。２月４日は、暦の上では立春で春を迎える時期とされていますが、
一般的に１月下旬から２月にかけて最も寒くなると言われています。感染症もまだまだ流行っているので、
手洗い・うがいをしっかり行い、予防に努めましょう。

RSウイルス感染症
気管支炎や肺炎などを起こすウイルス感染症で、
冬場に乳幼児の多くが感染します。
終生免疫ではなく、２歳までにほぼ100％感染す
ると言われているため、毎年かかる子どもも多い
ようです。

症状

４～５日の潜伏期間の後、鼻水、咳、発熱
などのかぜに似た症状が現れます。通常は
１週間前後で回復しますが、なかには肺炎
や気管支炎を発症する子どももいます。特
に心肺の基礎疾患がある子は重症化しやす
いので、注意が必要です。また、新生児、
低出生体重児、生後６ヵ月未満の乳児も重
症化しやすいと言われています。手洗い・
うがい（乳児は外から帰ったら水を飲ませ
る）をしっかり行い予防しましょう。

症状が軽い場合は、かぜを引いた時と同様、水分
補給、睡眠、栄養、保温に注意し、安静にして経
過を見ます。脱水気味になると、たんが粘稠に
なって吐き出すのが困難になるので、水分をこま
めに与えましょう。

オレンジジュース、りんごジュース、ス
ポーツドリンク、ヨーグルトなどの酸味が
ある物は薬によっては混ぜることができま
せん。
食品に混ぜる場合、残してしまうこともあ
るので、薬を混ぜる時の量は少なめにしま
しょう。また、ミルク、おかゆなど、主食
には混ぜないようにしましょう。味の変化
で食べ物自体を嫌いになってしまう可能性
があります。

食品に混ぜる時は

薬の飲ませ方

シロップ

薄めずにそのまま飲ませます。乳児は必要な量をス
ポイトやスプーンで取り、口の中に入れましょう。

粉薬

●水で溶く場合
少量の水か、ぬるま湯で薬を溶かします。飲ませる
時はスプーンやスポイト、おちょこなどを使いま
しょう。

●直接口に入れる場合
開いた状態の口の中に直接粉薬を入れます。

●練る場合
小さな器に粉薬を入れ、数滴の水をたらし、だんご

状に練ります。練った薬は頬の内側あたりに塗ります。

どの飲ませ方をした場合も薬を飲んだは水や湯冷ましを飲ませ
ましょう。

お腹のかぜ・胃腸炎・胃腸炎類似症状の園児の報告があります。胃腸炎・お腹のかぜの場合登
園届の提出が必要となります。登園の目安は24時間嘔吐・下痢症状が治まっており、普段の食
事がとれることとなります。それまではご自宅で様子をみていただくようお願いいたします。
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